
 

 

 

 

能登半島地震募金活動 
元日に発生した能登半島地震については、多くの方がお亡く

なりになり、現在もなお、不自由な避難生活を送っておられる方

が多くいらっしゃいます。被災された皆さまならびにご家族の皆

さまに心よりお見舞い申し上げるとともに、１日も早い復旧、復興

を願うばかりです。 

浅江中では地震発生後、「私たちにできることはないだろう

か？」という思いをもっていた生徒と、「中学校として何かできな

いだろうか？」と考えていた教員の思いがひとつに重なり、具体

的な活動へとつながりました。昨年の生徒会が、トルコ・シリア大

地震への募金活動を行った実績もあり、同様の募金活動を行う

ことが提案され、即実行となりました。 

生徒会長が全校集会で、募金へのお願いを全校生徒、教職

員に行いました（右上写真）。その後、生徒会役員が、朝早く登

校し、生徒昇降口で募金のお願いを行いました（右下写真）。 

この度行った募金は、日本赤十字社を通じて、被災者の義援

金となるものです。以前トルコ・シリア大地震の際は、被災者の

支援金になるものだったため、同じ募金でも活用のされ方が違います。 
 

＜支援金と義援金の違い＞ 

支援金：被災された方々への支援に役立ててもらうお金のこと。被 

災地の人命救助やインフラ整備などの復旧活動に速やか 

に役立てられる。 

義援金：被災者の方々へ、お悔やみや応援の気持ちをこめて贈るお 

金のこと。被災者に公平に配分され、寄付金の 100%が 

公平・平等に被災者に配付される。 

 

 

 

 

 

 

 

光市においても、地震の規模がマグニチュード７以上、揺れが震度

５強以上（マグニチュード、震度については中１が今まさに理科で学習

中です）の南海トラフ地震による被災も想定されています。「もし南海ト

ラフ地震が発生したら……？」といった話題をぜひ団らんの時間にで

もしていただければと思います。 
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【募金総額】 
 

44,191 円 


